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１．概要（Summary） 

21 世紀型の農業では、圃場における(1)作物の生育情

報、(2)環境情報、(3)作業情報等を時空間的に取得する

ことが重要となっている。作物の生育情報では、植物の生

育と極めて密接に関係する植物体内の水分動態の測定

が必須であり、幾つかの手法が提案されている。この水分

動態計測においては，維管束（道管と師管）のうち、道管

部分のみにセンサプロ－ブを挿入することが求められる。 
本研究では、植物の比較的細い茎や植物末端部への

プロ－ブの挿入を狙いに、本支援機関の公開装置群を

用いて、道管と師管の位置判別機能(多段のマイクロ電

極)を有するマイクロプロ－ブの形成を試みた。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
・デュアルイオンビ－ムスパッタ装置（ハシノテック社製, 

10W-IBS） 
・マスクレス露光装置（大日本科研社製, MX-1204） 
・片面マスクアライナ（ミカサ社製, MA-10） 
・ダイシングマシン（DISCO 社製,DAD3220） 
 
【実験方法】 

本研究では、デュアルイオンビームスパッタ装置やマス

クレス露光装置等を用いて、SOI 基板にカンチレバ－状

のマイクロプロ－ブを製作するとともに、その先端部に Au
電極と Au 配線からなる多段マイクロ電極構造を形成した。

また、電気伝導率の測定のための多段電極の開口部、並

びにワイヤボンディング用のパッド開口部以外の配線上

には、Su-8 樹脂を用いて被覆を施した。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
Fig. 1 は、カンンチレバ－状のマイクロプロ－ブの先端

部に形成した多段のマイクロ電極の光学顕微鏡写真であ

る。所望の寸法(数十 μm程度)の電極構造や配線構造が

形成できていることが確認できた。また、基本実験として、

予め電気伝導率が既知の複数の試薬や植物の茎を搾っ

た組織液等を垂らした結果、電気伝導率の測定ができる

見通しを得た。 

Fig. 1 Top view image of multistage electrodes 
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